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２０２３年３月ダイヤ改正は安全・安定輸送を確保することを前提に、在来線ではご利用状況にあわ

せた輸送体系の見直し、ホームドア導入に対応した表定時分の見直し、輸送体系の見直しに伴う列車本

数の削減を行うことが目的として実施されます。さらには、業務のさらなる融合と連携に向けた「その

他時間」を行路内の一部時間に設定していくという新たな考え方が示され、乗務前や乗務途中、乗務後

の企画・立案業務、駅業務や非現業機関との連携は、乗務に対する意識の低下や安全安定輸送の確保に

支障をきたす恐れがあることからも、職場の議論が必要となります。 

安全・安定輸送を前提として、利便性とお客さまサービスの向上、そして組合員の安全・ 健康はもとよ

り、働きがい、を実現するために、以下の申し入れを行いました。 

～申し入れ事項～  
１．８６行路２３４６Ｂ～回２４４７Ｂ場面、御茶ノ水駅での停車時間が僅少であることから適切な清掃を行う

ため清掃時間を確保すること。清掃は専門性の高いＪＲ東日本環境アクセスに委託すること。上記が出来ない

場合には余裕をもって清掃できる箇所と時間を確保すること。また、今回のダイヤ改正で以前から求めていた

「翌朝御茶ノ水駅初電となる列車を早い時間に入区させ清掃を行える車両運用とすること」は解消したが、今

後も同様の車両運用を基本とすること。 

２．２０２２年１２月３１日～２０２３年１月 1 日にかけての正月の終夜運転に際し、Ｂ線の水道橋駅始発列

車のドア開け案内設定が必要となったが案内設定の始発項目欄に水道橋が無かったことから、今後このような

ことが無いよう以下の３点を実施すること。 

①臨時列車設定時に案内設定項目の不備が認識できなかったのか明らかにすること。 

②臨時列車設定時においてはハード及びソフトの検証を行ったうえで、このような不備が起きる場合には関係

区所への対応の教育、情報の共有化を首都圏本部の主導で行い、当該列車担当乗務員が混乱しないよう努め

ること。 

③中野駅から回送で水道橋駅にて営業列車となる運用でＴＡＳＣスイッチの入、切についても首都圏本部が

主導し現場が混乱しないよう努めること。 

３．水道橋駅における折返し時間の誤りについて、首都圏本部の認識と今後の対策を明らかにすること。また折

返し時間の内訳を現場に示すこと。 

４．今ダイヤ改正において三鷹駅～千葉駅間での運転時分、停車時分の変更が行われたのか明らかにすること。 

５．「運転士による出区電車のドア開扉ならびに案内設定の取扱い」に関して２０２２年３月ダイヤ改正検証団

体交渉の議論を行ったがその後の変更点を明らかにすること。  

６．東京支社と千葉支社で転動防止措置、転動防止解除措置を行う際、線路へ降りる際のルールが異なるため、

取扱いを東京ルールへ統一すること。 

７．首都圏本部となったことから、各支社の垣根がなくなり業務をスリム化し各現場で簡略的にできる中、習志

野運輸区との列車の持ち替えなどが現場で行えるのか明らかにすること。 

８．次の行路の持ち替えを行うこと。 

平日行路。 

①１０行路１０８２Ｂ～１４９０Ｙを１３行路８３５Ｂ～１３３５Ｂと持ち替えを行うこと。 

 
その２に続く 
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～ 申 し 入 れ 事 項 ～  
②１８行路１２６６Ｂ～１６８４Ｂを５２行路１２７６Ｂ～１５１９Ｂと持ち替え行うこと。 

③６４行路２２３５Ｂ～１００７Ｃを７０行路２２１１Ｃ～１０３４Ｂと持ち替えを行うこと。 

④６８行路１４５９Ｙ～１８５６Ｙを７７行路に、７７行路１６３８Ｂ～１７８５Ｂを７０行路に、７０行

路１５６８Ｂ～１７７７Ｂを６８行路に持ち替えを行うこと。 

⑤９０行路８７１Ｙ～９４４Ｙを７６行路に、９０５Ｙ～便乗１１７２Ｂを８３行路に、７６行路８４９Ａ

～１０３４Ｙを８９行路に、８３行路９９５Ｂ～１１５８Ｂを７９行路に、６７行路７９５Ｂ～便乗８７

８Ｙを８９行路に、８３５Ｙ～１０１２Ｙを９０行路に、７９行路９５９Ｙ～１１８０Ｙを９０行路に、

８９行路７２６Ｂ～８０３Ｃを６７行路に持ち替えを行うこと。 

休日行路 

①５９行路１５５９Ｂ～１７９４Ｂを６０行路に、６０行路１２７９Ｂ～１５０２Ｂを７４行路に、１６７

９Ｂ～１７０８Ｂを５９行路に、７４行路１３３６Ｂ～１５５９Ｂを６０行路へ持ち替えを行うこと。 

②６３行路１４４３Ｙ～１６０６Ｙを８０行路に、７７３Ｂ津田沼～便乗９０２Ｂを７３行路８０９Ｂ～１

０６６Ｂと持ち替えを行うこと。

③７７行路８３９Ｙ～１０２８Ｙを８６行路８６７Ｂ～１０８４Ｂと持ち替えを行うこと。 

④３行路８６７Ｂを５８行路に、５７行路８０３Ｂを８２行路に、５８行路８２１Ｂを５７行路に、６５行

路１８０９Ｃを８０行路に、８０行路１８８５Ｂを６５行路に、８０３Ｂ～９１０Ｂを８２行路に、９３

７Ｂ～１１４４Ｂを８１行路に、８１行路１５０７Ｙ～１６２２Ｙを６３行路に、７６５Ｂ中野～便乗９

１０Ｂを８０行路に、８２行路９０７Ｃを３行路に持ち替えを行うこと。 

９．行路番号を以下のように変更すること。 

①平日、休日共に６８行路を７０行路に、７０行路を７７行路に、７７行路を６８行路に変更すること。 

②休日６０行路と休日６１行路を入れ替えること。 

【設備】 

１．これまでダイヤ改正で求めている以下の設備の改善については、引き続き関係支社と調整を行うこと。 

①三鷹駅１・２番線ホームの千葉方にトイレを新設すること。 

②中野駅１・２番線及び３・４番線ホームの三鷹方にトイレを新設すること。 

２．ホームドア導入のスケジュールを明らかにすること。 

３．千葉支社管内の設備について以下の２点について明らかにすること。 

①津田沼駅～千葉駅のＬＥＤ発車標が１段しかなく列車の遅延情報や広告が流れると時間がわからないため

先発列車の発車時刻と次列車の発車時刻を表示する発車標に更新すること。 

②列車が到着する際の接近音を千葉支社津田沼駅～千葉駅間の各駅にも導入すること。 

４．御茶ノ水駅での駅改良工事の終了時期を明らかにすること。 

https://www.jtsu-e-tokyo.org/
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